





























































































































































































































 って って感じ/こと ってなって っていう って思う って＋V 合計 
データ１ 1 - 3 - 1 - 5 
データ２ 1 1(こと) 2 3 1 1 9 
















 35 A なんかピングーが,なんかおじさんに,おじさんと一緒にパン作りを教えてもらってたのね. 
  36 B                 うんうん                   うんうん 
→37 A 材料とかいろいろ見て, 〈材料を入れるジェスチャー〉なんかもうおれ作れそうみたいな＠＠＠ 
38 B          うん                    ＠＠＠やる気？やばい＠＠＠ 
39 A めっちゃなんかちっちゃかったんだけど,〈両手を広げるジェスチャー〉どーんってなんかおっ
きくなって＠＠＠ 
40 B                 うん                  ＠＠＠パンが？＠ 












データ１ ２１ ４（感じ３／こと１） ３ ２ ３０
データ２ － ３（感じ２／顔５１） １ － ４
データ３ ４ １ １（ふうになって） １ ７
［表３］「って」の出現数
って って感じ／こと ってなって っていう って思う って＋Ｖ 合計
デ １ － ３ － １ － ５
デ １ １（こと） ２ ３ １ １ ９







 って って感じ/こと ってなって っていう って思う って＋V 合計 
データ１ 1 - 3 - 1 - 5 
データ２ 1 1(こと) 2 3 1 1 9 
















 35 A なんかピングーが,なんかおじさんに,おじさんと一緒にパン作りを教えてもらってたのね. 
 36 B                 うんうん                   うんうん 
→37 A 材料とかいろいろ見て, 〈材料を入れるジェスチャー〉なんかもうおれ作れそうみたいな＠＠＠ 
38 B          うん                  ＠＠＠やる気？やばい＠＠＠ 
39 A めっちゃなんかちっちゃかったんだけど,〈両手を広げるジェスチャー〉どーんってなんかおっ
きくなって＠＠＠ 
40 B                 うん               ＠＠＠パンが？＠ 



























47 A その過程をピングーが教えてもらってたんですね. 
48 C はい.  
→49 A それでもう自分が教えてもらったのですごくもうできるみたいな＠＠＠なって,ピングーがおっき
くこう（胸を張るジェスチャー）〈＠＠＠胸を張ったように＠＠＠〉 




例２）の 49 で語り手 Aは「できる」の部分で声色を変えて言ったあと、「みたいな」
と笑いを交えながら説明をしている。笑いのあと「なって」と説明が続くが、今度はジェ
スチャーを交えて自信を持ったピングーの姿を再現している。これに対し、聞き手 Bも笑







→42 A そういうパン作りをしてたんですね、そしたら、それを見たピングーが自分もできるって思って 
43 D                 はい 
→44 A ちっちゃっかったピングーがおっきくこう＠＠〈胸を張るジェスチャー〉＠＠できるぞ～みたい
な＠＠＠ 
45 D                                ＠＠＠＠＠＠ 
  
例３）の 44 でも語り手 Aがジェスチャーを交えてピングーの様子を真似しながら「で
きるぞ〜」と声色を変えて再現している。そのあと「みたいな」と一緒に大声で笑ってお










                                         




47 A その過程をピングーが教えてもらってたんですね. 
48 C はい.  
→ 9 れでもう自分が教えてもらったのですごくもうできるみたいな＠＠＠なって,ピングーがおっき
くこう（胸を張るジェスチャー）〈＠＠＠胸を張ったように＠＠＠〉 




例２）の 49 で語り手 Aは「できる」の部分で声色を変えて言ったあと、「みたいな」
と笑いを交えながら説明をしている。笑いのあと「なって」と説明が続くが、今度はジェ
スチャーを交えて自信を持ったピングーの姿を再現している。これに対し、聞き手 Bも笑







→42 A そういうパン作りをしてたんですね、そしたら、それを見たピングーが自分もできるって思って 
43 D                 はい 
4 ちっちゃっかったピングーがおっきくこう＠＠〈胸を張るジェスチャー〉＠＠ ぞ～みたい
な＠＠＠
5 D                                ＠＠＠＠＠＠ 
  
例３）の 44 でも語り手 Aがジェスチャーを交えてピングーの様子を真似しながら「で
きるぞ〜」と声色を変えて再現している。そのあと「みたいな」と一緒に大声で笑ってお










                                         




47 A その過程をピングーが教えてもらってたんですね. 
48 C はい.  
→49 A それでもう自分が教えてもらったのですごくもうできるみたいな＠＠＠なって,ピングーがおっき
くこう（胸を張るジェスチャー）〈＠＠＠胸を張 たように＠＠＠〉 




例２）の 49 で語り手 Aは「できる」の部分で声色を変えて言ったあと、「みたいな」
と笑いを交えながら説明をしている。笑いのあと「なって」と説明が続くが、今度はジェ
スチャーを交えて自信を持ったピングーの姿を再現している。これに対し、聞き手 Bも笑







→ 2 A そういうパン作りをしてたんですね、そしたら、それを見たピングーが自分もできるって思って 
43 D                 はい 
→ 4 A ちっちゃっかったピングーがおっきくこう＠＠〈胸を張るジェスチャー〉＠＠できるぞ～みたい
な＠＠＠ 




























































102 A 間違えているから,[なんか,かまどっていうかオーブンみたいな中でパンが暴れだして、 
103 B                  [うん                                      あああ～ ええ？ 
→104 A ぼぼぼぼぼ みたいな［＠ええ～なに みたいな＠,ピングーも,[小っちゃいピングーも 
105 B                    [やばい＠＠                       [ああ,小っちゃい 
106 A ちょっとびっくりして,なんかちょっと隠れたのね,びっくりしすぎて, 













85 C ＠＠＠ 
→86 A ガタガタになってしまって＠＠ 
87 C うん 
88 A でそれにびっくりしたピングーとピングーの妹ちゃんは自分の部屋の隅っこに隠れてしまって 





















102 A 間違えているから,[なんか,かまどっていうかオーブンみたいな中でパンが暴れだして、 
103 B                  [うん                                      あああ～ ええ？ 
→104 A ぼぼぼぼぼ みたいな［＠ええ～なに みたいな＠,ピングーも,[小っちゃいピングーも 
105 B                    [やばい＠＠                       [ああ,小っちゃい 
106 A ちょっとびっくりして,なんかちょっと隠れたのね,びっくりしすぎて, 













85 C ＠＠＠ 
→86 A ガタガタになってしまって＠＠ 
87 C うん 
88 A でそれにびっくりしたピングーとピングーの妹ちゃんは自分の部屋の隅っこに隠れてしまって 


































→80 A パンがオーブンの中でガタガタ揺れ始めたんですよ、 
81 D ええ～ 
82 A で、多分もう怖くなっちゃってピングーとピングーの妹は近くにあったところに隠れて 
83 D                 はい              はい 
 









→66 A 入れているときも、こう、混ぜているときも、なんかその入れているときにこう粉がちょっと 
出なかったときがあって、本当は入ってたんですけど出なくて壁に〈投げるジェスチャー〉ぼーん 
って＠＠＠投げちゃって 
67 C ＠＠＠＠ 





92 D                                                   ふ～ん                 ああ  
→93 A じゃなくて、型に入ってたやつが〈下から上に丸を作るジェスチャー〉もこって＠＠,おっきいな
んか、膨らんでるんですけど, 


















→80 A パンがオーブンの中でガタガタ揺れ始めたんですよ、 
1 D ええ～ 
2 A で、多分もう怖くなっちゃってピングーとピングーの妹は近くにあったところに隠れて 
83 D                 はい              はい 
 









→66 A 入れているときも、こう、混ぜているときも、なんかその入れているときにこう粉がちょっと 
出なかった があって 本当は入ってたんですけど出なくて壁に〈投げるジェスチャー〉ぼーん 
って＠＠＠投げちゃ  
67 C ＠＠  
8 A 絵飾ってたんですけど、そこにもうドロドロになっちゃったり、 
 
例８）[データ３] 初対面の同年代非母語話者 
→91 A オ ブンの中からでてきてその形が〈下から上に丸を作るジェスチャー〉もこって＠＠,普通のパ
ンってこういう〈手で小さい丸を作るジェスチャー〉丸い感じじゃないですか. 
92 D                                                   ふ～ん                 ああ  
→ 3 A じゃなくて、型に入ってたやつが〈下から上に丸を作るジェスチャー〉もこって＠＠,おっきいな
んか、膨らんでるんですけど, 


















→80 A パンがオーブンの中でガタガタ揺れ始めたんですよ、 
81 D ええ～ 
82 A で、多分もう怖くなっちゃってピングーとピングーの妹は近くにあったところに隠れて 
83 D                 はい              はい 
 









→66 A 入れているときも、こう、混ぜているときも、なんかその入れているときにこう粉がちょっと 
出なかったときがあって、本当は入ってたんですけど出なくて壁に〈投げるジェスチャー〉ぼーん 
って＠＠＠投げちゃって 
67 C ＠＠＠＠ 





92 D                                                   ふ～ん                 ああ  
→93 A じゃなくて、型に入ってたやつが〈下から上に丸を作るジェスチャー〉もこって＠＠,おっきいな
んか、膨らんでるんですけど, 



















































→79 A おじさんは入れてなかったんだけど,ピングーはもうなんかもうざざ～みたいな＠＠＠ 
80 B               うんうん 
→81 A 感じで入れててええ～？みたいな＠＠＠,で,入れてるときもドロドロ周りはドロドロで 
82 B                ＠＠＠うん               ああうん 
→83 A なんかちっちゃいピングーがああ〜ああ〜ああ〜みたいな＠＠＠なってて＠ 
84 B                           ＠＠＠ 
→85 A でもなんかピングーはちょっとやる気！みたいな感じで＠＠＠ 
86 B                          まだ？＠＠＠ 
→87 A もう頑張ってまあ良いかあみたいなちょっと,自分もちょっと味見してみて, 
88 B                    うんうんうん         うんうん 
→89 A ちょっとちっちゃいピングーにもどうぞみたいな感じでやってて,まあいいやって 
90 B                         うん,あげて＠＠＠ 
→91 A 感じで焼いたんだけど  ちっちゃいピングーが周り汚れてるよ～っみたいなこと言ってて 
92 B           うん                       ああ～ 
→93 A ああ～やばいみたいな＠＠なんか壁にかけてあった絵とかにも材料ばばば～みた〈XX〉＠＠＠ 



























→79 A おじさんは入れてなかったんだけど,ピングーはもうなんかもうざざ～みたいな＠＠＠ 
80 B               うんうん 
→81 A 感じで入れててええ～？みたいな＠＠＠,で,入れてるときもドロドロ周りはドロドロで 
82 B                ＠＠＠うん               ああうん 
→83 A なんかちっちゃいピングーがああ〜ああ〜ああ〜みたいな＠＠＠なってて＠ 
84 B                           ＠＠＠ 
→85 A でもなんかピングーはちょっとやる気！みたいな感じで＠＠＠ 
86 B                          まだ？＠＠＠ 
→87 A もう頑張ってまあ良いかあみたいなちょっと,自分もちょっと味見してみて, 
8 B                    うんうんうん         うんうん 
→89 A ちょっとちっちゃいピングーにもどうぞみたいな感じでやってて,まあいいやって 
90 B                         うん,あげて＠＠＠ 
→91 A 感じで焼いたんだけど  ちっちゃいピングーが周り汚れてるよ～っみたいなこと言ってて 
92 B           うん                       ああ～ 
→93 A ああ～やばいみたいな＠＠なんか壁にかけてあった絵とかにも材料ばばば～みた〈 X〉＠＠＠ 






































































参加者の親疎関係 親                             疎 
語り手の引用意図 創造・創作       再現・模倣       報告（伝達） 
引用標識      文末みたいな    みたいな＋α  
文末って           って＋α  と 
話  法     直接話法                       間接話法 
 
本稿では、文末に用いられる引用表現の「みたいな」が話し言葉として若者に多用され
るという従来の研究の立場から、語りの引用意図が引用句に影響を与え、引用標識が選ば
れるという立場で考察を行った。今回用いたデータの語り手が 20 代の女子学生であるこ
［図１］語り手の引用意図と選好される引用標識
　本稿では、文末に用いられる引用表現の「みたいな」が話し言葉として若者に多用
されるという従来の研究の立場から、語りの引用意図が引用句に影響を与え、引用標
識が選ばれるという立場で考察を行った。今回用いたデータの語り手が２０代の女子学
生であることから、若者に限らず創造的な発話において「みたいな」が選ばれやすい
ことを検証するためには、他の世代を語り手とした同様の調査が必要であると考え
る。また、女性同士だけでなく、男性同士や異性との場面ではどうなのかについても
対象を広げ、検討を続けていく必要があるため、今後の課題としたい。
注i 言語が現れないアニメーションのストーリーを語る場面での引用について、鎌田
（２０００）は、「直接引用といえども、元の発話・思考とは何らかの関係を保ちつつも、
『再現』という域を超えた新たな場における新たな発話・思考を『表現』していると
考えなければ説明のつかない言語事実がある」とし、以下の二つの例を取り挙げている。
①テレビ座談会の司会者
　「なださん、そういうふうに、お前のために、お前のために、って言われたら子供
はいやで離れていくんじゃないですか？」
たいな」を使用することで、山口（２００９）が指摘する語りの場での話法が果たす機能
が単なる「報告」や「再現」、「模倣」を超え、聞き手によりその物語を楽しんでもら
うために、語り手によって新たな物語が「創造」されているとも言える。
　一方で、初対面の年長者および初対面非母語話者には、直接引用の形そのものがそ
れほど多くはなく、全体的に引用助詞の「って」の方が選ばれやすいことが分かった。
これには、やはり内容をより正確に伝えたいという語り手の意図が働き、直接引用を
用いた際にも「再現」に留まったことで「って」の使用が多く用いられたのではな
かと考える。しかし、このような初対面の場においても、語りの中で語り手が力を入
れて表現したいという場面においては、創造的な発話を用いるケースも見られ、その
場合には「みたいな」を後続させていることが観察された。
　要するに、語り手は語りの場の盛り上げを意識しているか、よ 正確に情報を伝え
ることに意識を集中するかなど、どこに目的をおくかによって、創造したり、再現し
たり、単なる報告に留めたりと切り替えており、それぞれの引用句により選好される
引用標識を無意識のうちに選択しているのである。そのイメージを図式化する
と［図１］のとおりである。
― 36 ―
東北文教大学・東北文教大学短期大学部紀要　第１１号
②筆者の自宅食卓でみかんを食べる筆者のそばでよだれを垂らしている愛犬ジェフ
リーを見て、
筆者の妻が　「修さん、ジェフリーが僕にもみかんちょうだいよっていうてるわよ。」
 （鎌田 ２０００ p１８）
①については、「『お前のために、お前のために』という表現は必ずしも親が子供に言
うとは限らないことを知っての上での選択で、むしろ「直接引用スタイル」とも言う
べき創造的な表現である。」と述べており、②については、「元の発話・思考が言語表
現ではないものを新たな発話の場に『取り込んで』、それを言語表現化した『直接話
法表現』である。」と説明している。
注 ii 全体の長さが【データ１】１０分３０秒、【データ２】１１分２０秒、【データ３】９分１５
秒であり、語り手Ａが説明している部分だけの長さは【データ１】６分２０秒、【デー
タ２】６分３５秒、【データ３】６分１５秒とほぼ同じであった。
注 iii 【談話表記の凡例】
．　　　　　　　　　　 下降イントネーション
,　　　　　　　　　　継続調イントネーション
？　　　　　　　　　　　上昇イントネーション
－　　　　　　　　　　　中断されたイントネーション
［　　］　　　　　　　　　同時に発話されている部分
・・・　　　　　　　　　ポーズ
〈数字〉　　　　　　　　長い沈黙　数字が秒数を表す
（Ｈ）　　　　　　　　　　吸気音
（TSK）　　　　　　　　　舌打ち音
（TＨROAT）　　　　　　　 咳払いの音
（SNIFF）　　　　　　　　鼻すすりの音
％　　　　　　　　　　　声門化した声
＠　　　　　　　　　　　笑い声
〈Ｘ Ｘ〉　　　　　　　　　 聞き取りにくい部分
〈＠ ＠〉　　　　　　　　　 笑い声で発話されている部分
〈ＷＨ ＷＨ〉　　　　　　　　 ささやき声で発話されている部分
〈L-penguin L-penguin〉　　ペンギン語を真似て発話している部分
引用文献
池谷知子（２０１８）「引用形式『って』における終助詞的機能」『Theoreticalandapplied
linguisticsatKobeShoin：トークス』２１,pp．４１－６９．
― 37 ―
語りの談話における引用ストラテジー（澤）
大津友美（２００５）「親しい友人同士の雑談におけるナラティブ―創作ダイアログによ
るドラマ作りに注目して―」『社会言語科学』８－１,pp．１９４－２０４．社会言語科
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台方言の比較―」『日本語の研究』１（２）,pp． １ －１７．日本語学会
佐竹秀雄（１９９５）「若者ことばとレトリック」『日本語学』１４－１１,pp．５３－６０．明治
書院
砂川有里子（１９８８）「引用文における場の二重性」『日本語学』７－９,pp．１４－２９．
明治書院
砂川有里子（１９８９）「引用と話法」『講座日本語と日本語教育』４,pp．３５５－３８７．明
治書院
田守育啓（１９９８）「日本語オノマトペ―多用な音と様態の表現―」『日本音響学会誌』
５４,３,pp．２１５－２２２．
西野容子（１９９３）「会話分析について―ディスコースマーカーを中心として―」『日本
語学』１２（５）,pp．８９－９６．
星野祐子（２００８）「コミュニケーションストラテジーとしての引用表現―発話末の「み
たいな」の表現効果―」『人間文化創成科学論叢』１１,pp．１３３－１４２．
前田直子（２００４）「文末表現『みたいな。』の機能」『言語』３３（１０）,pp．５４－５７．
泉子・Ｋ・メイナード（２００４）『談話言語学―日本語のディスコースを想像する構成・
レトリック・ストラテジーの研究』くろしお出版
山口治彦（２００９）『明晰な引用,しなやかな引用―話法の日英対象研究―』くろしお
出版
山本真理（２０１３）「物語の受け手によるセリフ発話―物語の相互行為的展開」『社会言
語科学』１６－１,pp．１３９－１５９．社会言語科学会
渡邊千晶・川口良（２０２０）「親しい人間関係における談話標識について―若年層友人
同士と中高年夫婦の談話を比較して―」『言語文化研究科紀要』文教大学大学院言
語文化研究科編（６）,pp．７１－９１．
渡辺文生（２００３）「日本語学習者と母語話者の語りの談話における指示表現使用につ
いての研究」平成１３〜１４年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））研究成果報
告書
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